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令和３年９月定例会・10月臨時会

○令和３年度補正予算議案【原案可決】
　一般会計３件、特別会計３件
○令和３年度予算専決議案【承認】
　一般会計２件
○条例・規則議案【原案可決】
　「佐賀県議会会議規則の一部を改正する規則」
　「佐賀県県税条例の一部を改正する条例」など３件

○条例外議案【原案可決】
　「県事業に対する市町の負担について」など６件
○人事議案【同意】
　公安委員会委員の任命、公害審査会委員の任命
○意見書案【２件可決】
　�「有明海再生に向け和解協議関係者の努力を求める
意見書」など

　９月定例会では、令和３年８月豪雨災害に迅速に対応するとともに新型コロナウイルス感染症拡大の防止と
社会経済活動を両立させていくための事業費など、令和３年度一般会計予算に３０１億７，８５３万円を追加する補正
予算案（追加後総額６，０８１億７，２９９万円、対前年同期比２．６％減）など、６件の補正予算案が原案のとおり可決
されました。

議案に対する議員の表決態度（賛否）は、県議会ホームページで公表しています。（佐賀県議会　→　議案等の審議結果　→　議案件名一覧）

◦９月定例会、１０月臨時会の概要など 	 １
◦本会議質問　15人の議員が行った主な一般質問と答弁要旨 	 ２～５
◦委員会の概要　各常任・特別委員会の主な審議事項等 	 ６～７
◦可決された条例、意見書など 	 ８

主
な
内
容

佐賀県議会 検　索 ➡➡

「インターネット議会録画」や
「会議日程」、「会議録」などが
ご覧いただけます。

　閉会中の７月１５日に新型コロナウイルス感染症対策等
特別委員会を開催し、国公立大学附属病院感染対策協議会
会長、佐賀大学医学部副医学部長　青木洋介氏を参考人と
して招致し、質疑を行いました。

【主な質疑事項等】
・�新型コロナウイルス感染症の法律上の現在の位置づけに
対する見解
・デルタ株の変化に対する認識及び流行に対する備え
・今後の佐賀県の医療体制についての見解� など

【議決の状況等】

１０月臨時会　概要（会期　１０月１８日）
　１０月臨時会では、令和３年８月豪雨災害に係る商工業者の支援、被災した農業用機械等の復旧について
議論が展開され、議案の審査が行われました。

○令和３年度補正予算議案【原案可決】
　一般会計１件、特別会計１件

○令和３年度予算専決議案【承認】
　一般会計１件

【議決の状況等】

委員会ピックアップ　－新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を開催－

９月定例会　概要（会期　９月９日～１０月１日）
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■
質
問
議
員

九
月
十
五
日
（
水
）

●
石
倉　
秀
郷
（
自
由
民
主
党
）

●
徳
光　
清
孝
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
木
村　
雄
一
（
公
明
党
）

●
古
川　
裕
紀
（
自
由
民
主
党
）

●
川
﨑　
常
博
（
自
由
民
主
党
）

九
月
十
六
日
（
木
）

●
大
場　
芳
博
（
自
由
民
主
党
）

●
八
谷　
克
幸
（
自
由
民
主
党
）

●
野
田　
勝
人
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
弘
川　
貴
紀
（
自
由
民
主
党
）

●
井
上　
祐
輔
（
日
本
共
産
党
）

九
月
十
七
日
（
金
）

●
池
田　
正
恭
（
自
由
民
主
党
）

●
西
久
保
弘
克
（
自
由
民
主
党
）

●
宮
原　
真
一
（
自
由
民
主
党
）

●
土
井　
敏
行
（
自
由
民
主
党
）

●
稲
富　
正
敏
（
自
民
党
・
鄙
の
会
）

※
質
問
順

一
般
質
問

　
　
　
県
で
は
、
大
雨
時
に
お
け
る
下
流
域

の
住
宅
や
公
共
施
設
等
の
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
、
市
町
や
土
地
改
良
区
と

連
携
協
力
し
な
が
ら
、
ク
リ
ー
ク
や
農
業
用

ダ
ム
、
た
め
池
な
ど
の
事
前
放
流
や
低
水
位

管
理
を
行
い
、
空
き
容
量
を
確
保
し
て
お
く

取
組
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
昨
年

に
続
き
令
和
３
年
８
月
の
豪
雨
で
も
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
神
埼
市
千
代
田
町
南
部
地
域

の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
神
埼
市
、

吉
野
ヶ
里
町
、
地
元
土
地
改
良
区
、
県
の
東

部
農
林
事
務
所
、
土
木
事
務
所
で
構
成
す
る

流
域
治
水
検
討
会
を
設
置
し
、
浸
水
の
現
状

把
握
や
、
ク
リ
ー
ク
の
流
量
を
調
節
す
る
水

門
の
適
切
な
操
作
方
法
な
ど
の
課
題
を
抽
出

し
て
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
実
効
性

の
あ
る
対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
今
後
も
、流
域
内
の
市
町
や
土
地
改
良
区
、

国
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
農
業

用
施
設
を
有
効
に
活
用
し
た
流
域
治
水
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

本
会
議
質
問

　
主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

行
う
こ
と
と
し
た
。短
期
的
な
対
策
と
し
て
、

排
水
ポ
ン
プ
車
の
導
入
に
関
す
る
補
正
予
算

案
を
９
月
議
会
で
提
案
し
た
ほ
か
、
長
期
的

な
対
策
と
し
て
、
河
川
整
備
に
よ
る
内
水
を

受
け
入
れ
る
能
力
の
強
化
な
ど
も
検
討
し
て

い
く
。

　
内
水
対
策
は
国
、
県
、
市
町
、
関
係
者
が

確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

県
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
、

流
域
全
体
が
協
力
し
合
え
る
体
制
を
構
築
し

な
が
ら
、
六
角
川
水
系
を
は
じ
め
と
す
る
内

水
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　
　
頻
発
す
る
内
水
氾
濫
に
対
し
て
、
浸

水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
ク

リ
ー
ク
や
た
め
池
等
の
本
来
の
用
途
や
目
的

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
農
業
用
施
設
を
治

水
対
策
に
も
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

頻
発
す
る
内
水
氾
濫
へ
の
対
応

問

　
　
　
今
年
８
月
に
県
内
を
襲
っ
た
豪
雨

は
、
総
雨
量
１
０
０
０
ミ
リ
を
超
え

る
箇
所
も
あ
り
、
令
和
元
年
佐
賀
豪
雨
か
ら

た
っ
た
２
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
状
況
で
大

規
模
な
内
水
被
害
が
発
生
し
た
。
今
後
も
必

ず
同
様
の
内
水
被
害
が
あ
る
と
認
識
し
、
早

急
に
六
角
川
水
系
の
抜
本
的
な
内
水
対
策
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
広
域
行
政
の
観
点
か
ら
県
が
先
頭

に
立
ち
、
国
、
関
係
市
町
と
一
体
と
な
っ
て

協
議
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ
て
答
え

を
出
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
今
回
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
県
も

内
水
対
策
に
主
体
的
に
関
与
す
る
べ

く
、
副
知
事
の
下
に
内
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
全
庁
的
な
取
組
を

一
般
質
問

政
策
・
総
務

令
和
３
年
８
月
豪
雨
災
害
への
対
応

問答
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部
分
復
元
に
合
わ
せ
、
高
輪
築
堤
を
は
じ
め

と
し
た
大
隈
候
の
志
、
そ
し
て
数
々
の
偉
業

を
、
維
新
博
の
と
き
と
同
様
に
ス
ト
ー
リ
ー

仕
立
て
で
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
県
民
の
皆
様
と
感
動
を
共
有

し
て
い
く
こ
と
で
そ
の
志
を
伝
え
、
そ
れ
を

原
動
力
と
し
て
県
全
体
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
日
本
で
初
め
て
の
鉄
道
の
遺
構
で

あ
る
「
高
輪
築
堤
」
は
、
発
見
が
報

じ
ら
れ
て
か
ら
１
年
も
た
た
な
い
異
例
の
速

さ
で
文
化
審
議
会
か
ら
史
跡
指
定
の
答
申
が

さ
れ
る
な
ど
、
明
治
の
文
明
開
化
を
象
徴
す

る
重
要
な
遺
構
で
あ
る
。
県
は
、
高
輪
築
堤

の
遺
構
の
一
部
を
佐
賀
県
内
へ
移
設
す
る
よ

う
計
画
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
義
が
十
分
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し

て
い
る
。
高
輪
築
堤
の
移
設
に
至
っ
た
経
緯

を
含
め
、
こ
の
事
業
に
か
け
る
知
事
の
想
い

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
今
年
は
、大
隈
侯
の
百
回
忌
で
あ
り
、

そ
の
節
目
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
山

手
線
の
真
下
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
「
高

輪
築
堤
」
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、

ま
さ
に
奇
跡
の
巡
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
佐
賀

に
は
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
す
ば
ら
し

地
域
交
流

高
輪
築
堤
の「
志
」継
承
事
業

問答

い
歴
史
は
あ
る
が
、
現
存
す
る
物
が
少
な
い

た
め
、
こ
の
機
会
に
何
と
か
し
て
本
物
を
佐

賀
の
ま
ち
に
残
し
て
お
き
た
い
と
考
え
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
移
設
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
再

開
発
事
業
の
工
期
の
問
題
も
あ
り
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
、
極
め
て
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
国

や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
今
後
、
実
際
に
使
わ
れ
た
石
垣
を
使
っ
た

▲「東京八ツ山下海岸蒸気車鉄道之図」
佐賀城本丸歴史館蔵

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
社
会
経
済
活

動
が
大
き
な
制
限
を
受
け
て
い
る
の

と
同
時
に
、
文
化
芸
術
活
動
も
中
止
や
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。県
は
こ
れ
ま
で
、

文
化
芸
術
の
担
い
手
の
支
援
や
、
県
自
ら
文

化
芸
術
関
係
催
事
を
行
う
な
ど
、
文
化
芸
術

の
振
興
に
努
め
て
き
た
と
思
う
が
、
国
レ
ベ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
文
化
芸
術
振
興

問

▲

	

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス（FU

N
KY

）に
て
、	

唐
津
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
の
公
演
を
配
信

【�

高
輪
築
堤
と
佐
賀
の
偉
人
・
大
隈
重
信

侯
の
関
わ
り
に
つ
い
て
】

　

	

高
輪
築
堤
と
は
、明
治
５
年（
１
８
７
２

年
）に
、日
本
初
の
鉄
道
が
開
業
し
た

際
、海
上
に
線
路
を
敷
設
す
る
た
め
に

築
か
れ
た
鉄
道
構
造
物
で
す
。当
時
、用

地
取
得
に
難
航
し
た
高
輪
付
近
に
つ
い

て
、佐
賀
が
輩
出
し
た
偉
人
・
大
隈
重

信
侯
が
鉄
道
事
業
の
最
高
責
任
者
と
し

て
、約
２・７
Ｋ
ｍ
の
区
間
は
海
上
に
築

堤
を
建
造
し
、そ
の
築
堤
の
上
に
列
車

を
走
ら
せ
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
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プ
は
も
と
よ
り
、
佐
賀
県
の
文
化
、
観
光
の

充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
今

後
、
膨
大
な
量
の
価
値
あ
る
文
化
財
・
出
土

品
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・
活
用
し
て
い
く
の

か
、
展
示
施
設
等
の
在
り
方
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に

対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
今

年
６
月
に
制
定
、
９
月
１８
日
施
行
さ
れ
た
。

支
援
法
の
理
念
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

は
医
療
的
ケ
ア
児
の
日
常
生
活
・
社
会
生
活

を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か

な
支
援
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。
県
は

今
後
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支
援
は
、

そ
の
家
族
も
含
め
て
寄
り
添
っ
た
き

健
康
福
祉

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
体
制
の

構
築
に
向
け
た
取
組

問答

め
細
か
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
、
入
院
生
活
か
ら
在
宅
生
活
へ
の

移
行
、
就
園
、
就
学
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
生
じ
る
様
々
な
課

題
に
対
し
、
適
切
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き

る
体
制
を
し
っ
か
り
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
支
援
法
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
県
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
各

地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
市
町
と
連
携

し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
具
体
的
な
解
決
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
各
分
野
の
現

場
で
活
躍
す
る
支
援
者
ら
と
共
に
、
家
族
の

思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
洋

上
風
力
発
電
は
、
欧
州
で
は
既
に
主

力
電
源
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
導
入
の
動
き
が

産
業
労
働

洋
上
風
力
発
電

問

ル
で
見
れ
ば
、
我
が
国
の
文
化
芸
術
政
策
は

諸
外
国
と
比
べ
る
と
、
質
の
上
で
も
量
の
上

で
も
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
県
の
文
化

芸
術
振
興
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
及
び

今
後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
文
化
や
芸
術
は
人
々
に
楽
し
み
や
感

動
を
与
え
、
安
ら
ぎ
や
生
き
る
喜
び

を
も
た
ら
し
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
真
に
ゆ
と
り
や
潤
い
を
実
感
で
き
る

心
豊
か
な
生
活
や
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い

く
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
県
で
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ

て
も
文
化
芸
術
の
火
を
消
さ
な
い
と
い
う
思

い
で
、
県
内
の
文
化
芸
術
団
体
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
な
ど
の
文
化
活
動
の
担
い
手
や
、
文
化

芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
や
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど
が
、
事
業
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
が

融
合
し
たLiveS  Beyond

と
い
う
取
組

を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
も
感
染
症
対
策
に
十
分
に
配
慮
し
な

答

が
ら
、
文
化
芸
術
の
観
覧
・
鑑
賞
機
会
を
な

く
さ
な
い
よ
う
支
援
を
続
け
、
街
が
元
気
に

な
る
よ
う
、
多
彩
な
文
化
芸
術
活
動
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
県
で
は
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
内
に

あ
る
日
吉
神
社
境
内
地
を
公
有
化

し
、
新
た
に
調
査
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

出
土
品
の
活
用
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
日
吉
神
社
は
、
弥
生
時
代
中
頃
の
吉

野
ヶ
里
の
王
墓
で
あ
る
北
墳
丘
墓
の

す
ぐ
西
隣
に
位
置
し
、
境
内
地
が
樹
木
で
鬱

蒼
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、『
謎
の
エ
リ

ア
』
と
し
て
平
成
元
年
の
吉
野
ヶ
里
フ
ィ
ー

バ
ー
の
頃
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ

る
。

　
調
査
を
開
始
し
、
県
内
外
に
情
報
発
信
す

る
こ
と
は
吉
野
ヶ
里
遺
跡
が
再
び
注
目
を
浴

び
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
こ

れ
を
機
に
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
の
集
客
ア
ッ

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
の
利
用

促
進
及
び
文
化
財
の
情
報
発
信

問答
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た
め
、
市
町
教
育
委
員
会
や
道
路
管
理
者
、

警
察
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
、
地
域
の
方
々

と
力
を
合
わ
せ
て
、
関
係
者
が
一
体
と
な
り

通
学
路
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
自

身
が
交
通
事
故
か
ら
自
分
自
身
の
命

を
守
る
た
め
の
交
通
安
全
教
育
が
大
変
重
要

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
全
て
の
公
立
学
校

で
は
学
校
安
全
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

地
元
の
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
児
童
生
徒

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
県
警
察
Ｏ
Ｂ
の
学
校
安

全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
指
導
や
助
言
を
受
け

た
り
、
警
察
署
員
に
よ
る
安
全
講
話
を
実
施

す
る
な
ど
、
子
供
た
ち
が
事
故
の
危
険
性
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
交
通

安
全
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
大
切
な
子
供
た
ち
の
命
を
守
る

答

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
唐
津
市
と
一
体

と
な
っ
て
事
業
の
誘
致
に
向
け
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
経
済
波
及
効
果
を
最
大
限
に
高

め
ら
れ
る
よ
う
、
県
内
産
業
の
育
成
に
も
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
市
町
教
育
委
員
会
や
学

校
、
地
域
、
保
護
者
を
は
じ
め
、
道
路
管
理

者
、警
察
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

児
童
の
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
に
は
、
県

が
さ
ら
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
取

組
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、
通
学
路
の

安
全
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。 教

　
育

通
学
路
の
安
全
対
策

問

世
界
的
に
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
佐
賀
県
内
で
は
、
唐
津
市
沖
が
洋
上
風
力

発
電
に
適
し
た
海
域
と
さ
れ
て
い
る
が
、
洋

上
風
力
発
電
事
業
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
県

内
へ
ど
の
程
度
、
経
済
波
及
効
果
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

　
　
　
唐
津
市
沖
で
の
事
業
計
画
は
、
現
時

点
で
は
検
討
段
階
の
た
め
、
発
電
出

力
３５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
洋
上
風
力
発
電
事
業

が
実
施
さ
れ
た
場
合
と
い
う
想
定
で
経
済
波

及
効
果
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
。
試
算
の
結

果
、
今
後
２０
年
余
で
風
車
な
ど
の
建
設
か
ら

運
営
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
撤
去
ま
で
の
投
資

が
県
内
経
済
に
与
え
る
波
及
効
果
は
、
高
い

場
合
で
２
、
１
３
９
億
円
程
度
、
低
い
場
合

で
３
４
０
億
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
洋
上
風
力
発
電
事
業
が
実
現
し
た
場
合
、

長
期
間
に
わ
た
り
県
内
へ
の
経
済
効
果
が
見

答

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
、
県
政
全
般
に
つ
い
て
幅
広

い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
問
項
目
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
産
業
技
術
学
院

・
玄
海
原
発

・
森
林
の
保
全
・
整
備

・ 

高
等
学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
充
実

・
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組

・ 

長
崎
本
線
の
上
下
分
離
後
の
利
便
性
確
保

・ 

オ
ス
プ
レ
イ
等
の
佐
賀
空
港
配
置
計
画

 

な
ど

▲歩行指導（横断歩道の渡り方）の様子（佐賀市）
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委
員
会

　

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の
審

議
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
５
件
が
原
案
可
決
、
２
件
が
承
認
、

２
件
が
同
意
、
１
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・ 

佐
賀
県
警
鳥
栖
警
察
署
対
応
に
つ
い
て
の

調
査
委
員
会
（
第
三
者
委
員
会
）
設
置
、
佐

賀
県
公
安
委
員
会
の
是
正
に
関
す
る
請
願

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

情
報
発
信
の
工
夫
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
状

況
、
若
者
へ
の
情
報
発
信
の
取
組
及
び
外

国
人
や
障
害
者
な
ど
多
様
化
す
る
受
け
手

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
県
政
情
報
の
発
信
の

取
組

・ 

民
間
企
業
等
へ
の
県
庁
職
員
の
派
遣
研
修

の
状
況
と
効
果
及
び
今
後
の
派
遣
研
修
に

総
務
常
任
委
員
会

対
す
る
考
え
方

・ 

鳥
栖
市
に
お
け
る
殺
人
事
件
の
県
警
察
の

対
応
状
況
及
び
今
後
の
県
警
察
の
取
組

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
４
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・ 

佐
賀
県
医
療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
第
４
期
中

期
目
標
の
制
定
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・ 

全
国
と
県
内
の
自
殺
者
数
の
動
向
と
、
国

や
県
、
学
校
で
の
自
殺
予
防
の
取
組
み
、

今
後
の
自
殺
対
策
と
残
さ
れ
た
家
族
へ
の

精
神
的
支
援
に
対
す
る
県
の
考
え
方

・ 

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
導
入

し
た
き
っ
か
け
と
県
内
の
交
付
状
況
、
市

町
や
障
害
者
団
体
と
の
連
携
や
、
更
な
る

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

普
及
啓
発
に
向
け
た
今
後
の
取
組

・ 

県
立
高
校
で
の
主
権
者
教
育
の
取
組
み
と

生
徒
の
受
け
止
め
及
び
こ
れ
ま
で
の
課
題

を
踏
ま
え
た
主
権
者
教
育
の
今
後
の
在
り

方
委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
５
件
が
原
案
可
決
、
２
件
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・ 

時
短
要
請
協
力
金
等
の
申
請
時
の
負
担
軽

減
及
び
持
続
化
給
付
金
等
の
再
度
の
支
給

に
向
け
た
国
へ
の
働
き
か
け

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

▲佐賀県立佐賀北高等学校
（通信制新校舎の概要・佐賀市）の視察

▲防災航空センター、佐賀広域消防局（佐賀市）の視察

▲杵藤クリーンセンター跡地
（災害ゴミの受入状況・武雄市）の視察

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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・ 

農
地
・
農
業
用
施
設
の
被
害
状
況
や
復
旧

に
向
け
た
県
の
支
援
及
び
中
山
間
地
域
等

の
農
地
保
全
へ
の
取
組

・ 

県
産
木
材
価
格
の
上
昇
や
小
規
模
な
森
林

所
有
者
も
含
め
た
林
業
再
生
へ
の
取
組

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
２
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・
請
負
契
約
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・ 

建
物
と
し
て
価
値
が
あ
る
市
村
記
念
体
育

館
の
利
活
用
及
び
国
の
有
形
文
化
財
等
の

登
録

・ 
令
和
３
年
８
月
豪
雨
に
よ
る
内
水
氾
濫
対

策
と
し
て
の
排
水
ポ
ン
プ
車
の
導
入
や
排

水
ポ
ン
プ
の
能
力
ア
ッ
プ
及
び
今
後
の

対
応

地
域
交
流
・県
土
整
備
常
任
委
員
会

委
員
会
審
議

　
９
月
２９
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
佐
賀
大

学
農
学
部
か
ら
川
村
嘉
応
氏
及
び
藤
井
直
紀

氏
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・ 

海
面
漁
業
に
お
け
る
ク
ラ
ゲ
等
の
資
源
管

理
に
対
す
る
知
見

・ 

二
枚
貝
の
種
苗
開
発
技
術
や
色
落
ち
し
に

く
い
ノ
リ
品
種
の
開
発
状
況

・ 
有
明
海
が
抱
え
る
問
題
に
対
す
る
諫
早
湾

干
拓
事
業
に
よ
る
堤
防
閉
め
切
り
の
影
響

・ 

有
明
海
の
東
部
と
西
南
部
に
お
け
る
栄
養

塩
の
濃
度
の
違
い
や
色
落
ち
対
策
、
生
産

施
設
の
有
効
利
用
へ
の
知
見

・ 

佐
賀
空
港
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
に

佐
賀
空
港
・
有
明
海
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

よ
る
ノ
リ
養
殖
へ
の
影
響

・ 

有
明
海
特
措
法
に
基
づ
く
有
明
海
再
生
事

業
の
効
果

▲８月豪雨の被災状況（神埼市志波屋地区）の視察▲被災箇所の復旧状況（伊万里市鍋倉地区）の視察

▲８月豪雨の被災状況（嬉野市大舟地区）の視察

▲８月豪雨の被災状況（嬉野市大舟地区）の視察

▲質疑の様子

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

お読みになった
ご感想やご意見を
お寄せください

「さが県議会だより」の次号は、３月１日発行です。

〒８４０−８5７０　佐賀市城内一丁目１番４5号
TEL	０９5２−２5−７３０６　　FAX	０９5２−２5−７２７９
E-mail　gikai@pref.saga.lg.jp
ホームページ　https://www.pref.saga.lg.jp/gikai/

佐賀県議会事務局政務調査課

佐賀県議会 検　索 ➡➡県議会ホームページより、会議録・インターネット中継・録画放送などがご覧いただけます

佐賀県議会会議録
平成１１年以降の会議録を
検索できます。

http://www.db-search.
com/saga/index.php/

インターネット中継
本会議（委員会）の様子をリアルタイム
で視聴できます。
（開会中のみ）

https://www.pref.saga.
lg.jp/gikai/kiji0034826/
index.html

http://sy.pref.saga.lg.jp/
gikai/stream/usr/

録画放送
インターネット中継の日から３営業日後（土
日祝除く）を目途に公開しています。
平成30年４月以降の映像を公開しています。

県議会議員　井
いの
上
うえ
　常
つね
憲
のり
様（６９歳）は、令和３年９月２８日にご逝去されました。ここに謹んでお知らせいたします。

９月定例会で条例などが次のとおり可決されました。

《条例（３件可決）》
○�佐賀県県税条例の一部を改正する条例� �
�内容：法人県民税の法人税割の税率の特例を５年間
延長する。� �
・適用期限　（現行）Ｒ４．３．３１→Ｒ９．３．３１� �
・税率　　　標準税率１．０％に０．８％上乗せ� �
・対象法人　（１）�資本金・出資金の額が１億円超

の法人
� （２）法人税額が年１千万円超の法人
� （３）保険業法に規定する相互会社
○�佐賀県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例及び佐賀県個人情報保護条例の一部を改正
する条例� �
�内容：「行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律（マイナンバー法）」
の改正に伴い、条例中の引用条項等を改める。

○�佐賀県安心こども基金条例の一部を改正する条例� �
�内容：基金で実施している事業の実施期限の延長に
伴い、基金の存続期限を延長する。� �
存続期限：（現行）Ｒ６．６．３０→Ｒ７．６．３０（１年延長）
� など

《意見書（２件可決）》
○	有明海再生に向け和解協議関係者の努力を求める意
見書
○	私学助成の充実強化等に関する意見書

議案採決結果一覧表（PDF）

令和３年９月定例会 令和３年10月臨時会

▲小学生による社会見学の様子

議場を見学しませんか

　本会議等の行事がない日は、本会議場の見学ができます。
　職員が本会議場や傍聴席等をご案内し、議会の仕組みや施設の概
要を説明しますので、社会見学や地域での勉強会等にご利用くださ
い。

　所要時間：約３０分
　見学時間：�月曜日から金曜日までの午前９時から午後５時まで

（土、日、祝日、年末年始を除く）

　見学のご相談やご連絡は、議会棟１階受付又は総務課（TEL�
０９５２－２５－７２１５）までお問い合わせください。

82021.12 №51 さが県議会だより


